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１．機能強化内容 

『ｅ-ＰＡＰ財務会計（ｅ-ＰＡＰ顧問先経理・クラウド経理）【Ｖｅｒ.Ｒ０６.１】』での機能強化

内容について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ-ＰＡＰ財務会計（ｅ-ＰＡＰ顧問先経理・クラウド経理）【Ｖｅｒ.Ｒ０６.１】 

対応内容 

…追加になった処理   …変更になった処理 

    

    

【Ｖｅｒ.Ｒ０６.１】に
変更になっています。 

追加しました。（Ｐ.７ 参照） 
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＜『ｅ-ＰＡＰ財務会計【Ｖｅｒ.Ｒ０６.１】』での主な追加・変更機能＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜『ｅ-ＰＡＰ顧問先経理・クラウド経理』の機能強化＞ 

“○”の処理の機能強化をおこなっています。［○･･･おこなえる処理 ×…おこなえない処理］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応項目 主な機能強化内容 該当ページ 

グループメニュー内『01．事前登録
処理』⇒『36．仕訳辞書登録・訂正』 

【仕訳辞書登録・訂正】に「登録(法人)番号」を追
加し、仕訳伝票を入力した際に、「請求区分」が自動
設定されるようになりました。 

Ｐ.３ 

ＰＣ会計データ取込 『弥生会計２５』『会計王２４』『会計王２４ＰＲＯ』
から、データが取り込めるようになりました。 

Ｐ.６ 

『ｅ-ＰＡＰスマート請求管理』か
ら仕訳伝票を自動作成 

『ｅ-ＰＡＰスマート請求管理』のデータを、『ｅ-Ｐ
ＡＰ財務会計（顧問先経理）』で取込処理をおこなっ
て、仕訳伝票を作成できるようになりました。 

Ｐ.７ 

 

対応項目 
顧問先経理 クラウド経理 

Ｐｒｏ Ｓｕｐｅｒ Ｓｔｄ． Ｌｉｇｈｔ Ｐｒｏ Plus Basic 

『取引先情報管理』の内容からの
『仕訳辞書登録』の見直し 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

『ｅ-ＰＡＰスマート請求管理』か
ら仕訳伝票を自動作成 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ＰＣ会計データ取込 × × × × ○(※) ○(※) ○(※) 

（※）顧問先ライセンスで利用している場合は、使用できません。 
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（１）仕訳辞書登録・訂正：「登録（法人）番号」を追加し「請求区分」の自動設定に対応 

グループメニュー内『01．事前登録処理』⇒『36．仕訳辞書登録・訂正』に「登録（法人）番号」

を追加しました。「登録（法人）番号」を登録し、「請求区分」で“１：あり”または“４：８０

控（５０控）”を選択している場合、仕訳辞書から仕訳伝票入力をおこなうと、「請求区分」が自

動設定されるようになりました。 

『取引先情報管理』で入力している「登録（法人）番号」を、仕訳辞書に登録できます。 

 

 

 

 

 

≪制限事項≫ 

『ｅ-ＰＡＰ財務会計【Ｖｅｒ.Ｒ０６.０】』で、『36．仕訳辞書登録・訂正』に登録していた仕

訳辞書には、「登録（法人）番号」が登録されていません。 

『36．仕訳辞書登録・訂正』に「登録（法人）番号」を登録したい場合は、再度、『取引先情報

管理』から引用して、仕訳辞書を登録してください。 

 

≪主な処理≫ 

・グループメニュー内『01．事前登録処理』⇒『36．仕訳辞書登録・訂正』 

・グループメニュー内『02．仕訳入力・月次処理』⇒『31．仕訳伝票入力・訂正』 

【単一伝票入力】【出納帳入力】【複合伝票入力】【日記帳訂正】【元帳訂正】 

グループメニュー内『01．事前登録処理』⇒『36．仕訳辞書登録・訂正』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「登録（法人）番号」欄を追加しました。「摘要」欄で、［取引先一覧表］から取引先を選択すると、『取
引先情報管理』に登録されている「登録（法人）番号」が登録されます。「登録（法人）番号」が未登
録の取引先の場合は、“未登録”と登録されます。［クリア］ボタンを選択すると、削除されます。 
「請求区分」が“１：あり”または“４：８０控（５０控）”の場合は、「ｉ」マークが表示されます。 

■「登録（法人）番号」が登録された仕訳の場合 
 
 
 

■「登録（法人）番号」が“未登録”の仕訳の場合 

『取引先情報管理』の機能につきましては、【システムメニュー】で［Ｆ１：ヘルプ］を選択す

ると表示されるヘルプの「目次：詳細説明ＰＤＦ」⇒「目次：取引先情報管理」⇒『取引先情

報管理≫』をご覧ください。 

『取引先情報管理』で入力している取引先の情報が表示されます。
（Ｐ.４ 参照） 
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≪操作手順≫ 

グループメニュー内『01．事前登録処理』⇒『36．仕訳辞書登録・訂正』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①【仕訳辞書登録・訂正】の「摘要」で［取引先一覧表］（➊または➋の方法で表示）から取引先を

選択し、「摘要」と「登録（法人）番号」を登録します。 

➊「摘要」欄で［ＳＦ９］を３回選択する（≪ガイド一覧≫は、［連想摘要］⇒［キー摘要］⇒

［コード摘要］⇒［取引先一覧表］の順に表示） 

➋「摘要」欄で“//”を入力⇒［Ｅｎｔｅｒ］キー 

②『31．仕訳伝票入力・訂正』の「仕訳辞書(ＳＦ２)」欄で仕訳辞書を選択し、仕訳伝票を入力し

ます。 

グループメニュー内『02．仕訳入力・月次処理』⇒『31．仕訳伝票入力・訂正』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③選択した仕訳辞書に登録している「登録（法人）番号」が、仕訳伝票の「年月日」時点で適格請

求書発行事業者かどうかを判定し、「請求区分」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  注意  
・『仕訳辞書登録・訂正』に「登録（法人）番号」が保存されていますが、仕訳の「摘要」には

「登録（法人）番号」は引用されません。『仕訳辞書登録・訂正』の「摘要」が引用されます。 

・『取引先情報管理』で「登録（法人）番号」を削除した場合、『仕訳辞書登録・訂正』の「登

録（法人）番号」は、削除されません。必要に応じて、「登録（法人）番号」の［クリア］を

押して削除するか、仕訳辞書を再登録してください。 
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仕訳辞書に「登録（法人）番号」を登録すると、仕訳伝票入力時に「請求区分」が次のように自動

設定されます。 

● 仕訳伝票の「年月日」時点で適格請求書発行事業者の場合 ● 

仕訳辞書で「請求：80控」を選択している仕訳辞書を仕訳伝票入力時に選択した場合、「請求：あ

り」に変更されます。 

 

【仕訳辞書登録・訂正】 

 

 

 

 

仕訳伝票の年月日の令和７年４月１０日時点でエッサムが適格請求書発行事業者の場合、仕訳

伝票入力時に仕訳辞書から選択すると、「請求：あり」と入力されます。 

【仕訳伝票入力・訂正：単一伝票入力（財務Ⅱ形式）】 

 

 

 

 

● 仕訳伝票の「年月日」時点で適格請求書発行事業者でない場合 ● 

仕訳辞書で「請求：あり」を選択していた仕訳辞書を仕訳伝票入力時に選択した場合、「請求：80

控」に変更されます。 

※取引先が「適格発行事業者の取消」等をおこなっている場合は、「請求：80控」と入力されます。 

 

【仕訳辞書登録・訂正】 

 

 

 

 

仕訳伝票の年月日の令和７年４月１５日時点でＡＢＣ商店が適格請求書発行事業者ではない場

合、仕訳伝票入力時に仕訳辞書から選択すると、「請求：80控」と入力されます。 

【仕訳伝票入力・訂正：単一伝票入力（財務Ⅱ形式）】 

 

 

 

 

※【仕訳辞書登録・訂正】で「登録（法人）番号」が“未登録”となっている仕訳辞書を【仕訳

伝票入力・訂正】で選択すると、「請求：80控」と入力されます。 

 

 

 

例）仕訳辞書にエッサムを「登録(法人)番号：Ｔなし」、「請求：80 控」で登録していた場合 

例）仕訳辞書にＡＢＣ商店を「登録(法人)番号：Ｔあり」「請求：あり」で登録していた場合 
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（２）ＰＣ会計データ取込 

『弥生会計２５』『会計王２４』『会計王ＰＲＯ２４』から、データが取り込めるようになりま

した。 

グループメニュー内『14．ＰＣ会計データ取込処理』⇒『51．会計パッケージ選択』 

会計パッケージを追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 顧問先が旧バージョンの『弥生会計２３ インボイス対応版』以降から 

『弥生会計２５』にバージョンアップした場合 ● 

旧バージョンの『弥生会計』を選択していた時に設定した『41．勘定科目取込情報設定』等

を利用する場合は、『選択会計パッケージ』は変更しないでください。 

『選択会計パッケージ』が旧バージョンのままでも、取込処理がおこなえます。 

● 顧問先が『会計王２２ インボイス対応版』『会計王２２ＰＲＯ インボイス対応版』から 

『会計王２４』『会計王２４ＰＲＯ』にバージョンアップした場合 ● 

旧バージョンの『会計王』『会計王ＰＲＯ』を選択していた時に設定した『41．勘定科目取

込情報設定』等を利用する場合は、『選択会計パッケージ』は変更しないでください。 

『選択会計パッケージ』が旧バージョンのままでも、取込処理がおこなえます。 

追加しました。 
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（３）『ｅ-ＰＡＰスマート請求管理』のデータから仕訳伝票の自動作成に対応 

『ｅ-ＰＡＰ財務会計（顧問先経理）』で、『ｅ-ＰＡＰスマート請求管理』のデータの取込処理をお

こなって、仕訳伝票が作成できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ｅ-ＰＡＰスマート請求管理』 

 

 

 

『ｅ-ＰＡＰ財務会計』 

【スマート請求管理データ取込処理】 

 

 

 

 

 

 

 

『ｅ-ＰＡＰ財務会計』【仕訳伝票入力・訂正】 

 

 

 

 

※詳しくは、ヘルプ「目次：詳細説明ＰＤＦ」⇒「目次：外部データからの仕訳取込処理」 

⇒『スマート請求管理からのデータ取込（ＰＤＦ）≫』をご覧ください。 

● 『ｅ-ＰＡＰスマート請求管理』とは ● 

『ｅ-ＰＡＰスマート請求管理』は、クラウドを利用した請求管理アプリです。見積書、発注

書、納品書、請求書、合計請求書、領収書の発行から入金管理までおこなえます。 

『ｅ-ＰＡＰスマート請求管理』のプラットフォームにはMicrosoft Azureを採用しているため、

データもクラウド上にあり災害や事故に強いサービスとなっています。 

（参考）サービス紹介サイト：ｅ-ＰＡＰクラウドホームページ：スマート請求管理とは 

https://www.essamcloud.net/epap/seikyukanri/jimusho/ 

 

『スマート請求管理データ取込』の

メニューボタンを追加しました。 

取り込まれます。 
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２．その他変更点 

以下の内容を変更しました。 

プロジェクト原価管理： 

未成工事支出金（未成プロジェクト支出金）を使用した仕訳を起票した際に、警告メッセージ

が表示されるようになりました。 

≪対象処理≫ 

グループメニュー内『02．仕訳入力・月次処理』⇒『31．仕訳伝票入力・訂正』 

【単一伝票入力】【帳簿入力】【複合伝票入力】【日記帳訂正】【元帳訂正】 

 

［はい］……仕訳を保存します。 

 

［いいえ］ 

…保存を中断し、未成工事支出金（未成

プロジェクト支出金）の「科目コード」

欄にカーソルが移動します。 
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